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1. はじめに 

近年，コスメに関する情報提供を行うサービスが多く存

在する[1]．これらのサービスでは，単純に人気順や新着順

で情報を提供していることが多く，アイテムが自身の要求に

合うか否かを把握することは容易ではない. 

そこで，我々はユーザの価値観を考慮したコスメアイテ

ム推薦システムの研究に取り組んできた[2][3]．本稿では，

価値観が似たユーザに基づいて推薦されたアイテムの提

示方法を提案する．本提示手法は，ユーザが着目する項

目を軸とする 2 次元平面上に提示することで，アイテムの

特徴を直感的に把握可能にすることを目指している．  

2. 個人の嗜好を考慮したコスメアイテム推薦システム 

2.1 コスメアイテム推薦システムの概要 

先行研究 [2][3]による推薦システムでは，ユーザと価値

観の共有可能なユーザを類似ユーザとし，類似ユーザが

高評価を与えているアイテムを，推薦対象としている．本シ

ステムにより，膨大なアイテムの中から，ユーザの嗜好や使

用感に合ったアイテムを容易に入手することが可能となる． 

2.2 コスメアイテムに対する評価項目別スコアリング 

本推薦システムの実現のため，先行研究において，評

価項目別の自動スコアリング方式の開発を行っている[2]．

ここでは，ユーザがレビュー投稿時に記載したレビュー文

を分析し，設定した評価項目に対して得点付けを行う．こ

の手法では，レビュー文の中に高頻度で出現する表現を

各アイテムに対する評価表現とし，評価表現と得点を対に

した評価表現辞書を構築することで，自動スコアリングを実

現している． 

2.3 評価項目別スコアに基づく類似ユーザ判定 

 コスメアイテムの数は膨大であり，同一アイテムに対して

評価を行ったユーザの中から類似ユーザを見つけることは

困難である．そこで，我々は評価項目別スコアを用いてコ

スメアイテムをクラスタ化することで，共通アイテムに対する

評価値ではなく，共通アイテム群に対する評価値に基づく

類似ユーザの推定を行っている[3]．我々の推薦システム

では，類似ユーザによって高評価が与えられたアイテムを

推薦の対象としている． 

3. 推薦コスメアイテムの提示方法 

本章では，2.3 節で述べた類似ユーザによって推薦され

たコスメアイテムの提示手法について述べる．既存のコスメ

情報提供サービスでは，リスト形式で提供されることが多い．

しかし，本システムは，ユーザが自身の価値観に合うか否

かを直感的に把握可能とする提示方式を目指すため，ユ

ーザが着目した 2 つの評価項目を軸とする 2 次元平面上

に提示する． 

図１．推薦コスメアイテムの 2次元平面上への提示例 

図 1 に提案する推薦コスメアイテムの提示例を示す．各

軸は，2.2 節で述べた評価項目の中から，ユーザが選択す

ることができる．ユーザが「美白/UV」と「コストパフォーマン

ス」に着目した例(左図)と，「保湿」と「低刺激」に着目した

例(右図)の例を示している．左図では，ボトル①が右上に，

ボトル③が中央付近に表示されているが，右図では，ボト

ル①が右下に，ボトル③が右上に表示されている．このよう

に，類似ユーザから推薦されたアイテムを，ユーザの着目

する評価項目を軸にして表示することで，ユーザが直感的

にアイテムの特徴を把握することが可能になる． 

4. まとめ 

本稿では，価値観の合う類似ユーザによって推薦された

コスメアイテムの提示手法を提案した．本手法は，ユーザ

が着目する評価項目を軸とした2次元平面上に提示するこ

とで，推薦されたコスメアイテムの特徴を直感的に把握する

ことが可能となる． 
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